それ を検べ 一定の 年限が たてば その 土地 をた y で 呉れ 

ると いふ ことにな つて ゐ たのであります。 それから 地 

租 はたし か 十五 年間 は 免ぜられて ゐ たと 思 ひます。 私 

は札幌 農学 校 を 明治 三十 四 年に 卒業し ましたが、 三十 

二 年から この 農場が 私の 父に よって 経営され ました。 

この 農場の 面積 は 四百 五十 町歩 足らずな のであります。 

私 は 農学 校 を 卒業す る 前年の 夏に はじめて- J の 農場 を 

訪れました。 倶知 安まで 汽車で 参って それから 荷馬 を 

用 ひ 随分と 難儀して いったの でした。 熊笹 はこの 天井 

位の 高さに のびて 見通しが きかない のみ か 樹木 は 天 を 

くらくす る 位に 繁 つて ゐ ました。 そこに 小さい 掘 立 小 



が 実に 悲惨な ものでありまして、 そのため 私の 農場の 

附近 は 現在 小作権と いふ ものに 殆ど 値がない ので あり 

ま ^9 

さて 私 は 明治 三十 六 年から 明治 四十 年まで 亜米利加 

に 留学し ました。 亜米利加に ゐる とき クロポトキンの 

著作な どに 親しんだ ことから 物の 所有と いふ ことに 疑 

問 を 抱かされ たので ありまし たが、 帰朝 するとす ぐ英 

語の 教師と なって 札幌に 赴任いた しました。 

私 は 父の 財産で 少しの 不自由 もせずに 修学して きた 

のです けれど ほんとうの ところ それで 少しも 圧迫され 

る ことが 無かった かと い へば さう でもありません でし 



た。 『一 円の 金で も それ は 人力車 夫が 三日 働かねば 得 

られ ない もの だ』 と 父に 戒められ たこと を 記憶して ゐ 

ま ^9 

人 は 財産が あるが ために 親子の 間の 愛情 は 深められ 

ると いひます が 私 は 全く 反対 だと 思 ふので す。 本能と 

しての 愛で 愛し 合って こそ 其 愛情が 純粋 さ を 保つ ので 

あ つ て 経済 関係が 這 入れば 這 入る ほど 鎖の やうな つな 

がりに 親子の 間 はなる ので あると かう 信ぜられ るので 

あります。 私の 家庭で は 毫も 父に よって 圧迫 を 感じさ 

せられた ことはなかった のでした が、 私自身に とって 

親子の 間に 私有財産が 存在 するとい ふこと が 常に 一 つ 



つたので あります。 その 案 は 最近に 森 本 厚吉 君から 私 

の 手に 届きました。 

それ を 見て 第一 に 感じた こと は 今の 日本の 法律 は 共 

有 財産 を 保護 するとい ふ 点に 於て 殆ど 役に立たぬ もの 

でない かとい ふこと でした。 あの 農場 を 小作人の 共有 

に するとい ふこと が 許されないなら 残った 方法 は 二 つ 

で 財団法人 にす るか 組合 組織に する かであります。 前 

者に するとい は > 専制政治の やうに な つて そこに 協調 

的 施設が 加 は つても 小作人 自身 は 自分 を 共有 的 精神に 

訓練させる ことが 困難と なる。 また 組合 組織に しても 

幾多の 矛盾 は 避けが たく 一 例せば 利益 金の 分配が 極め 



て 面倒な のであって その 創設のと き 現金 を 多く もった 

人が 組合から 一 番 多く 利益 をう ける ことになるの であ 

リ ま ^9 

今度 出来て きた 施行 案 は 土地 は 皆の ものである とし 

て 小作 株と いふの を 持た して あるので、 そのため 公有 

になっても 実際の 状態 は 私有 制度 だとい はれる ので あ 

ります。 忠告して くれる 人 は その 小作 株 は 一応 買 取つ 

て 了って それの 転売 を も 防ぎ 利益配当の 不平等 もな く 

する やうに そして 名実と もに 公有に せよ とい つて 

くれる のであります。 土地の 利益と 持 株の 利益と を 別 

にして 了 ふこと も 必要と 思って ゐ ますが、 兎も角 充分 



に 案に 付き 練りました 上で、 農園の 総会に 提出したい 

と考 へて ゐ るので す。 農民 自身が 自身 を トレインす る 

もので もっと 自由な 共産 的 規約に 致して おきた く 思つ 

てゐ ます。 今迄に 例がない ので クリエ イトす るより 仕 

方ありません。 この 農場 は 共産 農園と 名付ける こと を 

望んだ のでした が 共生 農園と いふ 名に なりました。 

私 はこの 共生 農園の 将来 を 決して 楽観して ゐ ない。 

それが 四 分 八 裂し て 遂に 再び 資本家の 掌中に 入る ， J と 

は 残念 だが 観念して ゐる。 武者 小路 氏の 新しい 村 はと 

も かく 理解した 人々 の 集まり だが 私の 農園 は 予備知識 

のない 人々 の 集まりで 而 かも 狼の 如き 資本家の 中に 存 



在す るので あります。 併し 現在の 状態で は 共産 的 精神 

は 周囲が さう でない 場合に その実 行が 結局 不可能で 自 

滅 せねば ならない、 かく 完全な プランの 下で も 駄目な 

もの だ —— この 一 つの プル— フを 得る 丈け で 私 は 満足 

する もので この 将来が どうで あるかと いふ こと はェ ッ 

セン シャル な こと、 は 思って ゐな いものであります。 

(終) 
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